『神女(シャーマン)誕生』
　松堂　玖邇（しょうどう　くに）
200年に1人の大シャーマンが語る奇跡の物語 
目次
「２００年に１人」の大シャーマンが語る奇跡の物語。誰も知り得なかった、天性のシャーマンが「神女」となる過程がいま解き明かされる。
目次 : お七夜
「徳之島に生まれたる神女汝(なんじ)の名は望(むち)よ
琉球王家の末裔（まつえい）にして代々 
人の死生 五穀の豊穣（ほうじょう）国の行く末を
わが声に従いて占う 
選ばれし神人である望よ
汝の六十歳のとき 還暦の年 牛年（うまどし）のおみなが 誕生するであろう
望よ よく わが意を聞け
三人目のおみなを 天性の神女　祝女として養育し
ぬかりなく わが天の意思を世に伝える者とせよ 
もし このことなさぬとき
そなたの家は滅び
一族のものの霊は 永遠にこの地を さまようものなり」
御嶽での（尊神様とうとがなし）と祖母望との約束
祝女（ノロクモイ、ノロクメ）
ノロは祈る人、宣べる人
クモイ、クメは敬称辞」
琉球や南西諸島一帯、御嶽（うたき＝聖地の意＝依代（よりしろ））信仰。石でつくった竈のような形の香炉などを設けて、それを拝む。沖縄では「拝所（うがんじゅ）」
御嶽には建造物もご神体もないのが普通。
村人は霊力高き神女である祝女に対して、畏怖し村落の永遠の繁栄を確信した。
祖母の望（もち）が田んぼの苗に手をかざすと、決まってその一帯は豊作になったと村の人々が言っていたのを記憶している。
ユタと呼ばれる女性シャーマン。祝女は村落祭祀、ユタは個人の祈祷を行う女性宗教者。死者供養などに携わり、恐山のイタコのように口寄せとよばれる霊との交信をする。依頼者の親族の霊はユタにのりうつって、死者の未練や子孫への要求を語り、満足して昇天する。
異様な身体的変調をきたしたり、夢見が悪いとか不吉な現象が生じた時などユタに依頼してその原因を霊的に解明してもらう。
祝女は世襲制。
ユタは霊的能力を背景に巫女となっているため、研究者が分類した。
シャーマンとはツングース族の呪術師を意味するサマンに由来するという説が有力
シャーマンとはトランス（忘我）という心的分離状態（異常心理状態）における超自然的存在との直接交流、神霊、精霊、死霊などと直接に交わる能力をもって、託宣、預言、治療、口寄せなどをする宗教的霊能者
古来日本ではシャーマンを巫女と呼び、トランス状態は、おおむね脱魂（だっこん）型と憑霊（ひょうれい）型に大別できる。
柳田国男説「女の霊的優越の概念が古代日本に存在したからだ」
沖縄のオナリ神信仰。姉妹であるオナリはオナリ神とも称せられ、その兄弟であるエケリを保護する現人神だと言われていた。神が彼女らに憑いて霊能を発揮させるこのによって神になる。その霊能を霊力と申し、彼女らは霊力を招請する力があるから神になれる。
沖縄では地物・庶物のあらゆるものに霊力がつくといわれており、霊力信仰こそ沖縄の最も古い宗教の形だった。
オナリはその霊力を身につけて神になり、それを兄弟のエケリに与えてその保護者になる。
オナリ神はエケリが家にいるときも旅に出ている時も常に兄弟を保護し、特に航海中のエケリを保護することは、海上活動が盛んだった島国として、オナリ神の重要な機能だった。
14世紀以降、沖縄の人々は大和、朝鮮、唐、南蛮と広く交易したため、オナリ神の霊力はとても期待された。
オナリ神信仰に現われる女性の霊的優位さや、南方系の母系制社会の構造に根差すゆえに、女性が祭祀をつかさどったのかもしれないが、確証はない。
祖母は、こうした霊力は祖母から孫へといった具合に、二世代ごとに現われるものだと言っていた。
祝女である祖母は御嶽の場で祭祀を執り行う。
御嶽は普通、円形の山か森、あるいは樹林にある。一般に山岳地帯の場合、御嶽には高い山が選ばれ、規模は大きく、低い丘陵地帯に御嶽がある場合は規模が小さくなる。御嶽の中で神の鎮まるところをイビあるいはイベ（威部）といい「忌み」の転化したものだそうだ。
イビには蒲葵（ほき）ガジュマルなどにまじって、桄榔（くろつぐ）、月桃、ススキ、青木などの草木が生い茂っており、これら草木は岩は神の依代なのだ。
祭政一致の政治スタイル
尚真王は統治体制をより強固なものにするため、王国に点在する神女の組織化をはかることにした。これが、祝女（のろ）制度
女神官の組織
頂点に聞得大君⇒中央の高級女神官の大阿母志良礼（おおあむしられ）⇒掟阿母（うつちあむ）と佐事阿母（さじあむ）⇒祝女（のろ）⇒根神（ねがみ）⇒オコデ
琉球の血
薩摩侵略
弾圧
祝女とユタを集めて集団自殺を強要した。
カミウマレ
生まれながらの霊的素質多くのシャーマンやユタ、本来的な霊能力を持つ祝女(のろ)は、幼少期に予言をしたり霊にとりつかれたり、霊視をしたりといった特異な体験をするものだと考えられています｡こうした生まれながらの資質のことをサー高生まれとかカミウマレと称し、生まれながらにして神によって指命され、霊的資質をもっている証明だと言われています。思い起こせば私にも そうしたカミウマレの経験が ございました。
6歳のとき、川で溺れ、臨死体験のような不思議体験。
父親は小学校の校長だったので、奄美諸島を転々としておりました。ちょうどその頃は、大島本島の瀬戸内町にある古仁屋という場所に父の学校がありました。ある日、学校のそばの川で私は1人で遊んでおりました。
ふとしたはずみで川底の丸石に足を取られて転び、あっという間に川にのみ込まれたのです。さほどの急流ではありませんが、幼い子供にとって水の力は残酷なほど強く抵抗することなできませんでした。もがけば もがくほど水をゴブゴブと飲み込み、次第にあたりは 真っ暗になって、私は気を失ってしまいました。幸いなことに近くを通りかかった青年が、流れから私を救い出し川原に引き上げてくれたのでございます。｢おーい、子供が川でおぼれたぞ、誰か来てくれ｣学校から先生たちが出てきて、気を失った私を家まで運んでくれました。その夜のことです。女の子なのに1人で川遊びに行くような私を心配した母は、｢クニちゃん、どうして川に行ったの｡危ないでしょ。お母さんが いつも言っているでしょ｡1人で川に遊びに行ったらだめよって｣｢そんなことないよ、1人じゃないよ。お兄ちゃんがちゃんといたよ｣不思議なことですが、私はうつぶせになって流されていく自分の姿を真上から見ていました。ちょうど17歳くらいの青年が必死の形相で川に飛び込むと、流れから私を救い上げ、ぐったりとした私を抱きかかえて河原まで運んでくれました。私は、その一部始終をずっと真上から見ていました。いえ、真上から見ているわけは ないのでしょうが、私の心の中には、しっかりと その様子が残っていたのです。おぼれてからずっと気を失っていた私が、助けてくれた青年のことなど知るはずもないのにと、いぶかしく思った母は、祖母にこの話しをしました。｢お七夜に井戸でひろわれた子はね、そうした不思議な力を生まれつき持っているものなんですよ｣祖母は当たり前のことのように、母に話したそうです。おそらく祖母も小さい頃にカミウマレの経験をしたので ごさいましょう｡ 
｢天道神様｣｢尊神様｣｢先祖神様｣｢ 泉の神様｣｢ 首里乃太主神様｣｢ ウメッシャ神様｣村人を守り給え、家族を守り給え、
祖母は朝起きると、東に向かってこの言葉を唱えるのが日課で ございました。そして、どんな干ばつにも枯れることのないフルゲンゴウイジュンという名の神の泉を守り、祈ることを先祖代々から引き継いでおりました。毎月決まって1日と15日には泉をきれいに掃除し、村でお産があると お産が軽くすむように祖母は泉の流れを掃除して安産祈願をしております。明治43年に、政府は沖縄県諸禄処分法を施行祝女の公的地位は失われていきましたが、庶民信仰といってよい祝女の存在は 隠れキリシタンのように生活の中に深く根づいていたのでございます。
明治43年、政府は沖縄県諸禄処分法を施行、祝女の公的地位は失われたが隠れキリシタンのように生活の中に深く根付いていた。
一族の死
（母が亡くなって）後日「クニちゃん、お母さんはね、自分の生命の残りすべてを祝女を継ぐあなたに贈りますと言って亡くなられたんだよ」
「不思議な霊力を持つ者を生んだ親は早死にするんです。これはしょうのないことなのです」
私は36歳でシャーマンとして立つまでの長い年月、常にシャーマンとして立つことを指示するかなたからの声と、それをかたくなに拒む自分の意識との相克がありました。しかし、最後の最後にシャーマンとして立たねばならないと決意させた大きな理由は「母の命」を自分が預かったのだということでございます。本当に早すぎる母の死でした。
漂流
13歳の頃、鹿児島の家の側で不思議な声を聞いて以来、ときどき私は不思議な声が聞こえたり、自分でもなにげなく友達に話したことが現実になったりということが頻々とし、友達の間で私に不思議な力があるということが公然の秘密になっておりました。
今となっては残念なことですが、祝女は人の生老病死すべてにかかわるので、たとえば病のときはこういう草をせんじてのめばよいということも言います。もしこの頃、祖母に素直に従っていれば、祝女が使う薬草の知識を少しでも皆様にお教えできたのにといまでは悔やんでおります。
巫病
ところで、霊的能力の高い人が どのようにシャーマン、言葉をかえれば神女や巫女になるのか、その課程を少々申しあげます。研究者の方によりますと、霊能者が託宣、予言、治療、口寄せと呼ばれる死者の霊との通信をする巫女となることを｢成巫（せいふ）｣と言い、そうした巫女になるまでの段階をいかに たどっていくのかを｢成巫課程｣と言います。研究者の分類によりますと、｢成巫課程｣には三つあり、召命型、修行型、世襲型に分類されるそうです。
召命型というのは、神からの指名によってシャーマンになるというものです。
「巫病｣あるいは、｢カミダーリィー｣と呼ばれる近代医学では説明できない身心の変調や不調が起こり、それは神からの知らせだそうです。巫病の最中に巫女になる者は幻覚や幻聴を体験し、その体験中に自分を指名した神を見たり神と交渉したりすると言います。沖縄のユタは、すると召命型が多いのだそうです。
修行型というのは、自ら巫女になることを志し、師匠について修行をして巫女になるというもので、恐山のイタコがこれにあたります。
世襲型は、親族間で巫女を継承するもので、祝女が一般的にこれにあたると言われています。ところで私の成巫課程はと言いますと、明らかに召命型でした。それは召命型のユタによくみられるのですが、成巫となる年齢が結婚後の中年だという点、幼少期に死の予言をしたり、霊視体験をしたり、不思議な声を聞いたりといったカミウマレ(神生まれ)と呼ばれる霊的な資質を持っていたことでも召命型にあてはまると思います。ただ召命型だからといって、私がユタではなく祝女だということは血の流れを見れば明らかでした。とすれば、私なりの解釈ではございますが、第二尚氏王統による祝女制度確立によって世襲化され、祝女にとって霊的能力が形骸化される以前の始原的な祝女の成巫課程を私は たどったのではないかと思うのです。いま一つ、私自身にとっては極めて不幸なことながら、召命型であることが示す成巫課程の特徴を経験いたしました。それは、巫病に先行して、家族の不幸、夫との不和、生活苦、病気といった人生の危機に遭遇し、それらが成巫に向かわせる要因になっていくということでした。
ところが、ある日、亡くなったはずの祖母が私のところにやってきたのです。⇒亡くなったはずの祖母との会話
長女の出産から６ヶ月ほどした頃から、ついに恐れていた変化が表れました。夜寝ていると、品の良い老人が枕元に現れ、私に話しかけてくるようになったのでございます。
「条件がありますよ。あなたは沖縄の祝女の血を引く者として天命に生きなければならないのです。18歳のとき、多量の血を吐きましたね。それは一回目の天の啓示でしたが、あなたは聞き入れませんでした。先祖の地、徳之島に密航させたのは天の意思であったことに気づかなかったあなたに、天は再び、天命に生きることを要求したのが今回の病気です。天命に生きることを約束したら病気はよくなります」
「祝女にはなりたくありません」
「天の意思に従わなければ、生命がなくなりますよ」
「いいんです。祝女への道がどんなに険しく厳しいかを私は察知できるのです。死んでも構いません」
「二人の子供はどうします。孤児にしますか」
「子供のためです。死ぬわけにはまいりません」
「そなたは祝女として天性の生まれです。天命に生きるのです」
「天命に生きます」
「そうですか。そうでなければなりません。病気はよくなります」
入院から18日が経過すると、湿性ろく膜の水は跡形もなく、なくなっておりました。
老人はその後、自分から会話をしてくることはなくなりましたが、私から声をかけると、いつでも現れるようになったのでございます。
捜神
　子供の成長とともに、私も外に出る機会が多くなってまいりました。
　長女が幼稚園に行くようになり、入園最初の春の遠足は調布にある深大寺でございました。深大寺といえば、植物園とおいしいそばがとても有名でしたが、東京に住んでいながらあまり出歩いたことのない私は、子供以上に遠足を楽しみにしておりました。
　大勢の父兄が付き添いで同行しております。
　春の深大寺は武蔵野台地の面影を深く残しておりました。
澄み渡った青空と柔らかな五月の青葉、そして土の香りと花の香りが混じり合って、久しぶりに心が晴れ渡るような日でございました。
昼食のおそばを早めにとり、手持ちぶさたもあって、いつしか私は深大寺の境内にするすると一人で入っておりました。
　まわりに父兄の方々はおられず、まったくの別行動になっておりましたが、足が自然に本堂の方に向かうのでございます。
　入り口に「白鳳仏、拝観料百円」という小さな立て札がある、と思った瞬間「白鳳仏」の文字が、私めがけて飛び込んできたのでございます。
つかつかと受付にまいりました。
誰もいない坊に向かって、大声で案内をこいました。
森閑としたかやぶきの本堂の奥に、白鳳仏、正式なお名前は、釈迦如来倚像しゃかにょらいいぞうが安置されておりました。ブロンズの仏像は、半眼の柔和な顔で右足を左足の上に組み、いすに座した格好で印をむすんでおられました。お顔も肩も体の線も衣の線も、すべてがたおやかに丸みをおびて私の心をやんわりと引き込んでくれました。
「よくぞまいられました」
　いきなり声が響いて私はびくりとして耳を疑いましたが、すぐに体勢を整えて次の言葉を待ちました。
「奈良にある尊い仏よりご連絡があり、やがて私のもとにシャーマンとして生きねばならない女性が訪ねてくるとのこと。関東における仏教の精神世界の責任者である白鳳仏に預けるので、その者を指導するようにとのことでした。白鳳仏は尊い仏にいったんは辞退を申し入れましたが、その方の命を聞かなければ、位くらい一等を減ずると申し渡されました。それでは困りますのでお引き受けすることにいたしました」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白鳳仏のお話によると、一度お断りした理由は、千三百余年の間、幾度かシャーマンとして立つべき男女が白鳳仏を訪ねてきたが、皆々途中で天命を遂行しなくなることが多かったから今度も無駄であろうと思われたからなのだそうです。
　ところが霊界では古い力が絶対で、奈良にある尊い仏は木像の一本彫としては日本で最も古い仏像であり、したがってその命令を聞かぬわけにはいかないのだそうです。白鳳仏はあまり私に期待はしていないが、奈良の仏の依頼は拒み難く、依頼を引き受けたとのことでした。
　ちなみに白鳳仏と呼ばれる深大寺の仏は、ブロンズ像としては関東で一番古い仏像なのだそうです。
「シャーマンになる気はございませんけれども」
　私は白鳳仏に本心を告げました。
「素質は十分とみました。白鳳仏、確かに引き受けました」
　私の意思にかかわりなく、何かが動いているようでした。
　遠足が終わり、幾日かすると私は幼稚園の保護者会の副会長になる羽目になってしまいました。もともと身体が丈夫ではありませんでしたから、きっと人間関係がわずらわしくなるだろうと思っていると、その有様が映画のフィルムように一こま一こまが脳裏に映し出されるのでございます。楽しくない場所に好んで入りたくはございませんでした。
　そうしたわずらわしい生活の変化の一方で、私の足は自然に深大寺に向いておりました。家から深大寺は遠かったのですが、孤独で寂しい日々に心から親身に対話できる存在ができたことがうれしかったのです。
　長女の保護者会の副会長をしていたせいでしょうか、長男が通う小学校からもPTAに参加するようにという要請がきました。「PTA活動にふさわしい方なら他にたくさんおられますから、どうぞそういう方をおあたりください」とお断りするのですが、その度に参加を要請されて困っておりました。
　こうした生活の変化の一方で、一カ月に一度は白鳳仏と会話をするために、深大寺に参拝することが習慣のようになっていました。
「自分から名乗り出てPTAに参加する必要はありませんが、向こうから来たお話でしたら引き受けなさい。あなたの役割なのです」
「いえ、それが向こうからくるお話なので困っております」
　私は正直に自分の気持ちを話し、ぴしゃりと相手の要求を断ることのできない自分の弱さを自分で責め続けていました。
「そなたの周囲に配剤してあるものは、何一つ天の意思にあらざるものはない。そなたの受け止め方、考え方次弟と考えるがよい。何を言われようとも弁解してはなりません。どうしてもと思う時は、三日たってから弁解しなさい」
　白鳳仏はそう言って私を諭しました。
一カ月に一度は必ずやってきて、拝観料百円を払ったかと思うと、すぐに白鳳仏の前に行き、たった一人で三十分ほど身動きもせずに座したかと思うと帰って行く女性を不思議に思ったのか、深大寺のお坊様が白鳳仏の前に座っている私のところに来て、正座してお話しをなさろうとしました。
　その時、私とお坊様との間に蜘蛛くもがすうっと降りてきて、静止したまま動かなくなりました。
　芥川龍之介の『蜘昧の糸』が思い出されました。
　私もお坊様も蜘昧を見詰めたまま三一口も発することができず、じつとしておりました。そう長い時間ではなかったはずですが、明らかに時は止まっているようでした。しばらくして、なぜかお坊棟は私に手をついて平伏したのでございます。
「恐れ入りました。どうぞお気の済むまでおまいりくださいますよう」
　そう言って音もなく立ち去って行かれたのですが、同じようなことがその後もございました。
　幼稚園の保護者会が無事終了した頃、小学校からPTAの役員をして欲しいという要望がますます強く出るようになりました。
　嫁ぐ時に、尊敬する恩師から忠告をいただいていました。
「間違ってもPTAには参加しないように。今日は三越、明日は観劇などというような女性になってはいけない。約束してくれるね」
　この言葉が耳もとで聞こえてきて、やむを得ずとはいうものの白鳳仏の言葉もあってPTAに参恥することになった自分の行動が、心にひっかかって、釈然としない日々が続くようになっておりました。
　しかし、深大寺の白鳳仏との会話はとてもスムーズになっていましたので、PTA活動にいま一つためらう自分の気持ちを白鳳仏に打ち明けました。
「恩師の言われることもうなずけようが、そなたは違います。向こうから頼まれたことは、天の意思だと思わなければいけません。なぜ、そなたにそのような要望がくるかわかりますか。天はそなたに人林の森の中で修行せよと命じているからなのです」
　かつて祖母は御嶽うたきの側そばの滝にあたって祭祀さいしを行い、祝女のろとしての力を得、修行をしてまいりました。ところが、私のシャーマンとしての修行は都会に住む人々とのコミュニケーションだと言うのです。正直びっくりもし、へきえきさせられもしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「そなたはまず人というものがいかなるものか知らねばならぬ。顔が異なるようにそれぞれ価値観が違う。そなたの身の回りで価値の多様性を学ぶには、PTAに勝るところはない。この組織は社会の縮図であるという点で、経験を積むには申し分ないのである」
　東京は全国から集まって来た人々の暮らするつぼでございます。私一人が田舎出だと思っていたのが、PTAに出てみて大体の人々が地方出身であることを理解しました。生活経験の違いは意見の違いとして表れ、人間関係を難しくもし、
時に思わぬ誤解が生じます。いままでにも、そうした摩擦が起こるたびに白鳳仏に相談してきましたが
「自らの主張をせずに、相手の意見を聞きなさい」
　としか言ってくださいませんでした。
　教師と父兄、父親と母親、年齢の違い、学歴の違い、職業の違い、出身地の違い、PTAとは限られた地域に集まる人々の集合でありながら、人というものの価値観の多様性と人間の性さがを学ぶには誠に適切な場所でした。
　子供の担任が、父母会の席で「七重のひざを八重に折ってお願いします」と大げさにおっしゃられたため、PTAの役員を引き受けざるを得なくなりました。
　私は結局、PTAの委員会に出席することにしたのです。
　PTA活動のとても盛んな学校だったせいか、興味も手伝って、私はとにかく意見を聞くことに徹しょうと考えました。ところが何かの拍子で委員長に推薦されてしまいました。白鳳仏の言葉が引き受けようと考える動機になったのは言うまでもありません。
　色々な人がいるということを肌で感じるのに、さほどの時間はかかりませんでした。ある日のPTAの会議でのことです。
「あんたが育った家では、女中を使っていたでしょう」
「ええ、まあ」
　なんの脈絡もなくいきなりです。その方に何をお話しすればよいか考える余裕などまったくなく、
「一目でわかりましたよ。私はずっと女中をしてきましたからね。あちらこちらで女中をしていると、生きる知恵が働くのよ。私が何をしたかわかる。雇われた家の恥部をしっかり探っておくのよ。なぜかわかる。簡単にやめさせられないためよ。あんたなんかに、こんな気持ちがわかるわけないでしょ。とっとと私立の小学校に子供をやればいいのよ。大体あんたのような育ちの人が、しやあしゃあとPTAの委員長になるなんて、はた迷惑もいいところよ。覚えておきなさい。やりようによっては容赦しないからね」
　いまでも彼女のこの言葉は、白鳳仏の言う人とはいかなるものか、そして人とは多様なものであることに気づかせてくれた人林の森の修行、最初の水垢離でした。
　深大寺への参拝が五年くらい続いたでしょうか、昭和四十二年のことです。
　長男が小学校を卒業する三月の寒い冬の日でございました。
　深大寺の本堂は染み入るような寒さとことのほかの静けさで、いつもより空気も重く感じられました。それは重い帳とばリを力いっぱいにこじ開けて進むような、いつもとは少々違う雰囲気で私は気おされていました。
　いつものように白鳳仏の前に座していると、お坊様がばたばたと乾いた足音で本堂に入ってこられました。
　私の正面に座られて、それはそれは穏やかに言葉もないままじっと私を見詰めておられました。
　その時、天井から少し大きな蜘蛛がすうっと目の位置まで降りてきたかと思うと、ぴたりと静止し、本堂の薄暗い中にともされたろうそくの光に照らされて、蜘昧の体毛がつやつやと輝いて見えました。
お坊様は、じつと蜘蛛を見詰めていましたが、またいつものように平伏すると音もなく立ち去って行かれました。
　目をもとに戻し、蜘蛛を探しましたが、どこに行ってしまったのか影も形もございません。
　白鳳仏のお声が聞こえてきました。
「白鳳仏の役目は終わりました。この後あなたは背の高い仏に会わなければなりません。見えますか、見えるはずです。心眼を開きなさい。あなたはそれができるようになっております。目を閉じてはいけません。目をあけたまま白鳳仏の後ろを見詰めるのです」
　白鳳仏の向こうに何やら大きな扉が見えてまいりました。黄金の飾りがつけられた壮麗な扉です。十文字に開かれた扉の奥には、ガラス箱の中に色々な仏像がずらりと並んでおります。そして、奥の方に背の高い仏像が見えた途端、影像は、かき消すように見えなくなってしまいました。
「見えましたか。その大きな仏像に、そなたは会いに行かなければなりません。
天の配剤であるPTAという人林の森での経験は、白鳳仏が見ていても大変でしたが、よく修練したと思います。これからは一段上の修行の場に進まねばなりません。そなたのこれからの修行は、私からその仏に手綱を渡すように引き継がれて行きます。あなたの精進のおかげで白鳳仏も位一等昇格いたしました。礼を言います」
　そう言って白鳳仏は静かに口を閉じられました。
この後、国の重要文化財保護の一環として、深大寺白鳳仏は立派な鉄筋建のお堂に移られたのでした。
成巫(せいふ) 
　いよいよ、白鳳仏が私に最後に課した背の高い仏を捜す旅が始まりました。
　背の高い仏こそ私自身の神であるということを何とはなしに理解しておりましたが、祝女になろうとかシャーマンになるためにその仏像を捜そうというつもりはさらさらありませんでした。それでは何のためかと申しますと、自分が分裂症のために不思議な声が聞こえるのではなく、霊能力が強いからであることを確信したいということ、そして自分の中にある不思議な力についてやはり興味があったこと、何より家庭内の寒々とした日々の中で、神仏の声を聞き取る時だけは幸せであったこと、そういう理由からでした。
　あまり美しくない、表面がはげ落ちたような細長い仏像は一瞬の影像でした。
　私は手始めにコンクリート製の仏像を捜してみることにしました。
　折を見ての仏像捜しでございますから一年以上もあちこちと捜しました。高崎観音、東京湾観音、大船観音と巡り歩きました。・どの仏像も大きなものでございます。現地までまいりますと、どの仏像もすまなさそうな表情で「私ではないのです」とおっしゃいます。
　私はだんだん深大寺での心眼が幻覚だったのではないかと思うようになり、自分の能力に疑いを持ち始めていました。
　やっとの思いで遠くまで訪ねて行き「私ではない」と言われ続けるとさすがに嫌にもなります。私はやはり分裂症のたぐいでしかなかったのかと考えざるを得なくなっていました。
　話は白鳳仏との出会いの時期と前後いたしますが、私は国立博物館によく通っておりました。
　当時は千五百円の年会費を払いますと、一年中何回でも入館できたものです。
いまから考えますとウソのようですが、当時はそのようなものでした。
一カ月に二度ほど訪ね、一人静かに館内を巡っていると心が落ち着いてくるのです。展示されている品々の説明書きを読み、現実の世界を離れて歴史の空間へと誘われ、館内をまわり終える頃には、何百年いや何千年の旅をしたような心地よい疲労感と充実感を覚えました。
　子育ての忙しさ、戦後も十有余年以上をへていまだに貧しい我が身のわびしさ、そうした一切のことを博物館にある日本の国宝が忘れさせ、心豊かに私を包んでくれました。
　戦争による心の傷、敗戦後の餓鬼道にも近い浅ましい人の心の変質、そうしたものをいやしてくれる日本民族の輝きがそこにはあったのです。
　なかでも大きなガラス箱の中に入れられた各地のお寺から出品された仏像は見事で、平安時代から年代ごとに陳列され拝観できるのです。私の精神世界を見詰めるには、またとない憩いの場所になっておりました。
　それぞれの時代に生きた人々は、老いも若きも富める者も貧しき者も何を考えていたのだろうか、何を願って仏を建立したのだろうか、古人いにしえびとの心の世界に遊ぶことが唯一の楽しみでございました。
　ある日のこと、私は背の高い仏像を捜しあぐね、ほとほと嫌気がさして国立博物館を訪ねました。
　自分は分裂症なんかじゃないという確信を五年もの間、深大寺の白鳳仏と話し続けることでようやく持てたのに、やっぱりだめだったかという気持ちがどんどん心を支配しつつありました。しかし、どうしてもあきらめる気持ちにはなれなかったのです。
　雲一つない､抜けるような青空、あふれるような木々の緑には風が渡り、背中に太陽の日差しを感じながら上野公園の噴水のわきを一人でとぼとぼと歩きました。
人々は三々五々散策をし、ゆったりとした幸福の中にたたずんでいるように私の目には映ります。

　私だけがこうした幸せな光景にそぐわない人間だと思い、灰色のコンクリートの地面を見ながら博物館の入り口にあてもなく歩いていきました。
　玄関を入り、真っ正面の階段を上ろうとした時、目の中に飛び込んできたのは博物館の正面扉でした。
　十文字に開かれた状態は白鳳仏の背後に見た門扉とまったく同じでした。
　太陽のまぶしさも手伝ってか、目の前が真っ白になり、身体が宙に浮かんだような感じになりました。
　涙がぼろぼろと頬ほおを伝わって落ちます。
　大きく日を見開き、中に入りました。
　幾体もの仏像の前を深々と頭を下げながら、確信と不安がごちゃまぜになった興奮に包まれて奥へ奥へと歩きました。
どの仏像も「よくまいられましたね」とねぎらってくださっているように私には思えました。
　三番目の部屋に入りました。
　涙があふれていて少し視界がぼんやりしています。部屋の奥正面には、大きなガラス箱があり、二メートルを越える細長い八頭身の仏像がすっと立っておられました。
　頭の中は、澄み切って真空になっていました。
　いま私が立っている位置から仏像までは、ほんのわずか十数歩の距離しかありません。しかし、ここまで到達するのには数年という長い時間がかかっておりました。そして私はくじける寸前でした。
　背の高い仏像は私においでおいでをしていらっしやいます。
　私は飛びつきたい思いで仏像の前に立ちました。
「よくここまでまいられました。願いたがわずみえられて、私の方がうれしく思います。あなたがここまでみえるかどうかは天の賭でもありましたがよくぞ捜し続けてくれました。深大寺白鳳仏にも天からお礼が行くはずです。ことに、あなたが女性であることが天にとっては大切なことでしたから、むしろ、私たちも懸命でした。せっかくここへたどり着かれたばかりですが、私はレプリカなのです。
本物は奈良の法隆寺大宝蔵殿に安置されていらっしゃいます。奈良でお待ちになっていらっしゃいますからそちらまで、あなたは行かなければなりません」
　足元の説明書に、国宝百済観音立像（飛鳥時代）と記してありました。
　明治初期、岡倉天心によって、重要な仏像は本物を入れて三体、つまり二体のレプリカがつくられたとのことで、博物館の百済観音はレプリカということでした。
　深大寺の白鳳仏も三体ですが、私のお会いした白鳳仏は本物でございました。
　捜し当てた安ど感と、奈良まで行かなければならないのかという重圧感、とにかく白鳳仏に報告をと思い、足は自然に深大寺に向いておりました。深大寺に着くと、白鳳仏は優しく話しかけてくれました。
「捜し当てられましたね。そなたの力でしたら大丈夫だと思っておりましたが、さすがでございました。そなたが捜し歩かれる姿を天はそろって見ておりました。
自分で神を捜すことが随分と無駄をされたと思われるかもしれませんが、心眼を鍛えていく道として必要なことなのです」
　白鳳仏がおっしゃるには神や仏は自らが名乗り出ることを許されていないそうなのです。ときどき自ら名乗り出る神や仏がいるけれども、それは疑ってかからなければならないそうで、
「神や仏と同じように、そなたのことを地獄霊たちも見ているのです。すきあらば神や仏と偽ってそなたの前に現れ、とりこにしようとします。それは恐ろしいほどの力なのです」
　私には白鳳仏のお話がよくわかるようになっていました。
「白鳳仏も陰ながらそなたを見ておりました。白鳳仏もそなたと同じように天から試されていることを理解していただきたく思います。奈良には必ず行く機会があります。天の配剤を信じなさい」
私に対する白鳳仏の言葉遣いが少し丁寧になっておりました。接する雰囲気も厳しさが薄らいで親近感があるような気がいたしました。

　昭和四十年頃、文部省は「家庭教育学級」という制度を実施しました。家庭教育学級とは戦前戦中を生きてきた家庭婦人を積極的に社会に参加させようという趣旨で始められたものです。
　私の住む練馬区でも家庭教育学級が実施されることになりました。長男がお世話になっていた小学校の校長先生が区の校長会長をなさっていたということもあり、当校PTAの分科会である成人教育委員会が、家庭教育学級の運営を引き受けることになりました。
　区の教育委員会では、初めての試みが成功したこともあって、PTA経験者から家庭教育学級の助言者を採用することにし、私は校長先生に推薦されてボランティアとして家庭教育学級の運営に参加することになりました。長男の小学校PＴA役員が終わってほっとしたのもつかの間のことでした。
家庭教育学級に集まった方々の学習意欲は素晴らしいものがございました。
　女性解放とは、男女平等とは、共稼ぎとは、幼児教育とはなどなど実に様々な学習テーマが提案されました。当時戦前戦中派は、何かにつけて意識の改造を迫られており、ちょうどよい学習機会であったのです。
　集まった主婦たちの希望するテーマが多岐にわたっていたため、学習内容を自分たちで大きく三つに絞り、指導してくださる先生も学習者が自ら選ぶという画期的な試みがなされました。やがてこの手法は「学習権は学習者にある」という考え方を生み出し、教育会でも非常に注目されることとなりました。
　ある日、私を含めた家庭教育学級の助言者三人が集まって、せっかくだから指導員の先生にお願いして歴史の勉強を始めましょうということになりました。手始めに日本の歴史を楽しみながら勉強しようということで京都、奈良の神社仏閣へ行くことになりました。しかも、どうせ行くのなら神社仏閣を前もって勉強することにし、弥勒菩薩(みろくぼさつ)にちなんで「みろくグループ」という学習会を誕生させました。
「みろくグループ」の会員は当初から三十数人を超える大盛況でした。学習は月二回、神社仏閣について指導教員に教わり、春は一日、秋は一泊二日で実地研修する運びとなったのです。
　主に仏像の学習が中心で、宗教の学習はしないというのが暗黙の了解でした。
一回目の実地研修は秋の京都。京都に午前九時に着くため、朝四時半に家を出て東京駅六時発の新幹線に飛び乗るといういささか強行軍でございました。指導員の先生は区の校長会長をなさった方々にお願いし、私どもはまるで小学生のように引率されるのです。
　先生がハンドメガホンを肩に下げてグループの先頭に立ち、長い足で山門の石段を二段飛びに駆け上がって行かれます。会員は息を切らしながら走ってついて行かなければなりません。いまと違って道路は狭くでこぼこ道でございました。
　会計係は先生と一緒に走って先に入場料を支払い、事務係は会員が遅れないようにと走りながら説明し、私はしんがりを行くという見学でございました。
一日で寺院十個所、二日で二十個所という仏ぼけ、仏閣ぼけの実地研修で何が何だかわからなくなるという心細く、それでいて収穫満載の実地学習を続けておりました。
　昭和四十四年、会員の希望で法隆寺に再び行ってみたいから日程に入れて欲しいということになり奈良行きが決まりました。
　ついに法隆寺に行ける、百済観音にお逢いできる。
　私は小躍りしたい思いでした。
　結婚してから十余年、夫との価値観の違いはどうしようもありませんでした。
心の閣は胸の奥底深く沈み暗く広がって行く日々が続きました。家族が二人増えても生活費は給料の半額に変わりはありませんでした。ベースアップで額は少し増えていましたが物価もスライドしておりました。
　子供の教育については真っ向から対立し、結婚生活に絶望していた私は子供の教育だけが生きがいでございました。
　教員をなりわいとしているのに「幼児教育は必要ない。高等教育も大学数育も必要ない」　の一点張りで、金銭はびた一文出そうとはしませんでした。そのため心の中で冷たく冷えていく何かが少しずつ大きくなってまいります。
「どうしたらいいの」
　私は毎日、夫と別れて自立する方法を模索し始めます。
　私の中で変わり始めているものが確実に大きくなってきているのを感じたのです。
　深大寺に行くようになってから、私は湯沸かし器に点火することを恐れなくなっていました。毎日ではありませんが（今は亡き）祖母が語りかけてきて、暗い胸の奥にしみ込んでいる生活のよどみをほぐしてくれました。
「クニちゃん、大丈夫ですよ。お祖母ちゃんの言うことを聞きなさい。クニちゃんは祝女のろの血を持って生まれています。先祖から受け継いだ祝女の役割を果たさなければならないのです」
　私はわかっていながらわざと甘えるように祖母に言いました。
「祝女って何よ」
「クニちゃんそのものです」
　色々なことが無意識に感じ取れることは小さい時からでございました。むしろ、私が感じることと他人の感じることが異なっていることに気づき、人と違う自分を隠すために物言わぬ人間になっていました。
　祖母はゆっくりと、そして重々しい声で話し始めました。
「クニちゃん、お祖母ちゃんの言うことをよく聞いて判断してくださいね。いま、お婆ちゃんは、霊界の入り口にある石室のようなところにおります。現世で果たさなければならない仕事をきちんと終えなかった者が入るところだと申しておきましょう。それはね、祝女の後継者を養成しなかったからなんです。我が家は女の子が七人も生まれたのに一人も後継者がいません」
　私は自分のせいではないと言いたかったのですが、心のどこかに割り切れない罪のような意識がありました。
「大概はね、午年うまどし生まれの子供が継ぐことが多いのです。午年生まれの長女が誕生した時は大喜びしたものです。だから、次に午年のクニちゃんが生まれた時は継がないでもよいと考えておりました。ところが長女の幸さちが急に亡くなった時、お祖母ちゃんはクニちゃんがまだいることでどんなに心強く思ったことか。クニちゃんは幼い時から何かがそなわっている子供でしたから、長女の死で落胆することはなかったのですよ」
「それはお祖母ちゃんの勝手よ」
　私は祝女になんかなりたくないと強く思いました。
「お祖母ちゃんは石室の中で、クニちゃんを祝女として育てようと決心しました。
天のあらゆる神仏に願いました。驚いたことに、天の神々は天の権威にかけてもクニちゃんを天性のシャーマンとして鍛え上げると伝えてまいりました。天の意思によってクニちゃんはシャーマンの道へと歩まされていたのです」
　私は気がつきました。長女の出産以後、まくら元に老人が立って痛気になり、深大寺で白鳳仏とお会いして、ついに百済観音に出会った一連の始まりは祖母にあったのです。
「クニちゃん、これはね、琉球の地域から広がり、天なる空間、世界に通用するシャーマンへの道なのです。これからクニちゃんがどうなるのか、お祖母ちゃんですら見当もつかないくらい天の話は広がっているようです。お祖母ちゃんはね、同じ血の流れを引く者としてクニちゃんに言いたいのは、クニちゃんが天の意思に従って祝女になって欲しいということなのです。祝女になってくれた時、お祖母ちゃんは石室を出て天に昇ることができます」
　祖母の話を聞いている間、湯沸かし器は点火したままでございます。一瞬の会話の時もあり長い会話の時もありました。
　私が色々な声を聞き分け、天性の素質を様々な角度から天の力で磨いていただいていることは、夫には一言も話さなくなりました。話してはならないと天が申されるのでございます。
　夫は直感の鋭い人でしたから何かを感じたのでございましょう。ある日、唐突に私に言いました。
「今度、ラブホテルを建てるからお前は受付に座れ。それからな、おれが早く死んだらぜいたくしようと思っているのだろう。お前より長生きするからな、そのつもりでいろ」
　ぷつんと頭の中で何かが切れました。「この人には私のような妻はふさわしくない。同じような経済観念を持った女性と一緒であれば、お金をためることができるだろうし、幸せになるに違いない」
　そう思えるようになって離婚への決意が一歩前進しました。
　このように価値観の違う夫でしたが、どういう風の吹き回しか神社仏閣の勉強には不思議なほど何も申しませんでした。
　国立博物館で会ったレプリカの百済観音がおっしゃったとおり、奈良法隆寺の本物の百済観音にお目にかかることができました。
　宝物館の一室に百済観音はたったお一人でガラス箱の中に立っていらっしやいました。
　私はみろく会のメンバーの最後尾として大宝蔵殿に入りましたが、百済観音と対面する頃になると、なぜかまわりにはまったく人影がなくなっていました。その後も天が重要な話をなさる時は、このように私のまわりから人を払われるようになりました。
　百済観音と私、たった二人だけの対面です。
「まいりました」
「ようこそ百済観音です。本当によく一人でここまでまいられました。百済観音はそなたがまだ二十歳の頃に一度会っております。黄金色のオーラに包まれてニコニコしながら私の前に立ったそなたには心から驚かされました。どうしてかわかりますか。天も百済観音も長い間、本物のシャーマンが現れるのを待ち続けていたからです。その時から早いもので、かれこれ二十数年がたちました」
私が吐血して徳之島に帰る前に、ある用事で鹿児島から奈良に旅行した時、百済観音を拝観したことを思い出しました。
「そなたが東京に住んでいるというので、ただちに深大寺の白鳳仏に命じて、シャーマンになるための万全の方策がとられたのです」
百済観音のお話によると、神仏にも位があるのだそうです。仏像はつくられた年代が古いほど精神界における位は上で、百済観音は一本の木から彫り上げられた木像仏としては日本最古なのだそうです。そのため深大寺の白鳳仏は百済観音より年代が後になるのでその命には従わなければならず、私を指導することになったというわけです。
「そなたの天性の資質は、こちらから送る様々な通信をこともなく解き明かすことでも証明されておりました。見守る者たちの心配は、むしろそなたの能力ではなく、シャーマンへの道を歩き続けていく意志が途切れないか、心変わりしないかということでした。仏である百済観音が話すのも変ですが、祈る思いでした」
　いえ、私はシャーマンへの道を何度となくやめようとしています。いまでも祝女になることは求めておりません、と百済観音に話したくなりました。
「そなたがシャーマンとして立つか否かは、天の賭ですらあります。神仏のエネルギーは生きた天性のシャーマンのエネルギーによって保たれ続けるのです。天性のシャーマンがほとんどいなくなりました。急いで養成しなければならなかったのです。神仏のエネルギーがなくなると、人心は荒廃してしまいます」
　百済観音のお話は、ゆったりとしていながらも厳かでした。いままでは鍛錬だからということで「すべてのことを受け止め、観察するがよい」の一点張りで、なぜそのようなことをしなければならないのかという理由など一切聞かされてこなかった私にとって、百済観音のお話は心の底からなるほどと思うものでした。
「そなたが深大寺白鳳仏によって鍛えられ、国立博物館のレプリカ百済観音を捜しあて、今日ここにまいる由が伝えられた時の喜びは大変なものでした。東京国立博物館には日本の国宝級の神仏、剣、あらゆる分野の権威が勢ぞろいしております。これらのものはすべて入魂されております。すべてのものがあなたのシャーマンとしての資質を認めたのです。そして、法隆寺でもそなたは同じ待遇をいま受けておるのです」
　身に余る光栄だと思いました。しかし、敗戦と前後して打ち続くように我が家を襲った不幸、そして病弱な体と不幸な結婚生活。それは多かれ少なかれ誰もが経験する人間生活の厳しい現実なのでしょうが、私がそれらの不幸を自分の心に包み込み、一切を無に転じて天や神仏に仕えるような素晴らしい人間だとは思えませんでした。
「私はあまりにも人の心根の冷たさ、むごさにさらされてまいりました。私は裏切られた時に、それでも天や人や連命を恨まないという聖人君子のような気持ちになれる自信はありません」
　正直な自分の気持ちをお話しいたしました。
「百済観音をご覧なさい。千三百有余年ここに立ち続けております。美術品として見学に来る者、仏として願をかけに来る者など様々です。毎日来て祈る者、一生にたった一度来て祈る者、願をかけたのに御利益がなかったと言いに来る者。
そなたはPTAやその他の場で身をもって人間というものの多様な心根を体験したはずです。そなたの天性の資質は心配することはありません。ここまで来たなら、あなたはもう引き返すことなどできません」
　どうして、天は私だけに白羽の矢を立てたのでしょう。しかも、私の道程に次々と不幸の種をまいておきながらです。天は全能であるはず、それならば私の行く道から不幸を取り払っていただきたいと思ってたずねました。
「天の意思によってシャーマンへの道を歩ませられたのであれば、離婚もせず肉親とも断絶しないでこの道を歩むことができたのではありませんか」
　百済観音は私の心の底にある甘えをとらえ、ぴしゃりと強くおっしゃいました。
「自らを天涯の孤児と思いなさい。さすれば天を恨まず、人をのろわず、他人をも肉親として生きて行けるのです」
　人は生まれながらにして一人である。頼るべき父も、甘える母も、話をする姉妹兄弟も初めからいなかった。だからこそ他人を愛し、尽くすことができる。百済観音の言われたことは、それまで数十年を生きてきた私のこだわりを一瞬にして洗い流しました。
「そなたは離婚してどうやって生きて行くか、経済力を心配しているのでしょう。これも心配いりません」
「そうおっしゃっても親子三人どうして生きて行けましょう」
「天を信じなさい。この百済観音を信じなさい」
　目に見えないもの、しかも私にだけ聞こえる声を信じることへの不安にかられた私の心の中をお察しになられたのでしょうか。
「やがて、そなたは天性のシャーマンとして、訪ねてみえる人々に天の声を伝え続けなければなりません。そなたを通じて人々は天の声を聞くのです。そなたが天を信ぜずしてどうしますか」
　頭がしびれてまいりました。
巫業(ふぎょう)開始
　私の捜神の旅はひとまず決着をみました。分裂症でないことも、霊的な力が普通以上にあることも自分の心の中で確認できました。ただ、この時、私はまだ祝女あるいはシャーマンとして立つ自信はなかったのでございます。
　奈良法隆寺の百済観音にお会いしてから、私はいつでもどこでも不思議な声が聞こえるようになりました。それは当時、家庭では夫との関係が最悪となり、不思議な声だけが私のたった一つの逃げ道だったからかもしれません。ただ、その当時の私はまだ祝女のろにもシャーマンにもなるつもりはなく、ただただ時が過ぎて行くばかりでございました。
　香港風邪の大流行の年だったと思います。
　高熱を発して何日も床に伏せっておりますと、突然まくら元に例の白いひげの老人が立ちました。錦織とおぼしき緑の衣で豊かに身を包み、神々しいお姿となって現れたのでございます。私が立派になられましたねと声をかけると
「そなたが精神界で位が高くなると、私も階位が上がるのじゃ」
　と申されました。
「私はいま熱で苦しいのですが、よくなるのでしょうか」
　老人は、そら見たことかと言うふうに
「そなたはシャーマンになると約束したのに約束を破ったではないか」
「すみません。熱が高いのと胸が苦しいのは前回と同じですが、呼吸の苦しさはありません」
　私は話をはぐらかそうと思いました。この程度の熱なら大したことがないと少々たかをくくっていたのでございます。
　熱は四日ほどで下がりました。
　ところが、老人はそれから毎晩のように私のまくら元に立つとじっとして動かなくなりました。
　すると、三日ほどしてまた高熱になったのでございます。
　今度は数日しても四十度の熱は下がらなくなりました。
「苦しい。助けてください」
「天との約束は、守りますか」
「はい守ります」
　とにかく私は苦しい中で老人にこたえておきました。
　四日ほどすると、また熟は下がりました。
　しかし、老人は去っては行きません。
　さすがの私もこれ以上約束を破っては大変なことになると思うようになりました。
　三日ほどして熱はまた四十度を超え、入院することになりました。
　診断結果は移動性肺炎という二万人に一人の奇病でございました。手や足が何かに触ると心臓が止まるのではないかと思うほど電流が走るのです。
　熱が高いというのに靴下とビニールのスリッパを履き、首に大きなタオルを下げて、できるだけ直接手でものに触らないようにしました。
　お茶わんを持っただけでどリビリと電気が走る日々が何日も続きました。
　老人は病院のまくら元にも立ち続けてくれました。
「天の意思に逆らっても無駄です」
　きっぱりと言う言葉には、私のいい加減さを許さないという厳しさが感じられました。
　ついに私は　「天を信じ、百済観音を信じ、深大寺白鳳仏を信じ、祖母を信じ、そして自分を信じて生きて行こう」と決心いたしました。
　その途端、幼い噴から何十年も抑えつけていた心のたががはずれ、苦しみや悲しみや怒りやそのほか幾種類もの感情が一斉にこみ上げてきて、私は「わああ」とベッドの上で泣き伏しました。
　果てしない雪の野原が見えました。
　足跡一つない未知の世界を一人歩き続ける勇気を与えていただきたいと神仏に願いました。いつのまにか、まくら元にいた老人は姿を消しておりました。
　私は誰もいない病室のベッドで熟の下がった身体を横たえ、ぼう然としていると、突然、徳之島を去る時に祖母が投げた白い腰巻がスルスルとほどけて天高く真っ白い絹の旗となってひるがえる様子が見えました。
　それは霊界の入り口で彷徨さまよっていた祖母の霊が、ようやく天に昇っていったあかしであり、私が本当のシャーマンとなった印でした。
　私は二度ともとの道に戻ることはできなくなりました。
　時は止まり音も消え、怒りや喜び、悲しみや憎しみといったあらゆる感覚が私の中を通り抜けていきます。
　百済観音のお姿が現れました。
「シャーマンとして立つためには天性の素質だけでなく、心身ともにバランスをとらなければなりません。百済観音に会いに来た時のそなたの精神状態は、ほぼシャーマンとして完成しておりました。精神状態に比例して肉体も鍛えなければなりません。二十歳から今日まで前後三回にわたる体質転換も終わりました。そなたの体質転換を見守った老人は三輪の大神です。いずれそなたは三輪大社みわたいしゃまでまいらねばなりません」
　百済観音はそうおっしゃって消えました。
　天との約束を果たし、シャーマンとして祝女として立つということは、私の中では離婚して独力で生きて行くことでもありました。
　子供二人と自分、親子三人がこの先、自立して食べていけるのだろうか、私は不安で仕方がありませんでした。どうかすると、夫からいくつかあるアパートの一つをもらうわけにはいかないだろうかと考えるのです。
　なまじ私に鋭い勘とおぼしきものがあるばかりに、この先の生活について迷いの日々が続きました。
　もともと私は予知や予言の能力があるなどと考えたことはございませんでした。
直感が鋭いと思うことはあっても、ままある程度にしか思えませんでした。
　私に不思議な力があると言いだしたのは、学生時代の友人や知人、そして姉妹たちだったのでございます。自ら能力者であると言ったことは、今日まで一度もございません。
　日々迷い続けながらも、刻一刻と事態は離婚へと向かっておりました。百済観音は私の自立への経済的迷いに対して
「夫婦二人でつくりあげた財産と思ってはなりません。シャーマンを妻とした男が成し得たものとしての証明を残して去るのです」
　そう言って結婚以来、生活の犠牲のうえに建てられたアパートや不動産を捨てて自立することを促しました。
ユタやシャーマンは捜神そうしんの旅が終わって巫女になると、巫業ふぎょうといって客の相談に応じるようになります。この頃には、私も口コミで色々な人が訪ねてくるようになりました。
　私が離婚を目指していることを知った人々は
「この道は先生でなければできません。人を助ける道にお立ちなさい」
　と口々に励ましてくださいました。
　それでも離婚への道は険しかったのです。
　ある晩、眠りについていた私に祖母の鋭く空気を裂くような声が飛んでまいりました。
「クニさん起きなさい」
　びくっとして飛び起きました。
敷布団の真ん中あたりに、ばちっという音とともに黄金色に輝いた、麒麟きりんが跳ねておりました。
　これが合図です。
　子供二人を連れて離婚が成立いたしました。
　その後、紹介がなければお会いしないという約束で始めた巫業は、訪ねて見える方々の善意に包まれて、親子三人ささやかではございましたが、生きて行けるものを与えてくれました。生活をかえりみないすさんだ拝金主義を逃れ、貧しくとも幸せな生活でございました。
「有る貧乏より無い貧乏を選ぼうよ」
　と娘は言ってくれました。
「いまの方がずっといいね」
　そう言って、幼い娘は離婚を素直に喜んでくれました。
「子供のために自分の道を犠牲にしないで、信じる道を生きてよ」
　長男の言葉を私は頼もしく感じました。
　巫業を始めるにあたり、私はシャーマンとして立つ名前を考えることにしました。かつて父は何気なく子供たちにそれぞれの名前をつけた由来を語ったことがございます。
「邦枝、沖縄の首里の城門には『守礼之邦しゅれいのくに』と書いた額が掲げられている。琉球は礼を守る国という意味だ。お前の『邦』という字は『国』の意味で、国が栄えるということになぞらえて邦枝と名づけたんだよ」
それから、父の吉応が本や雑誌に一文を寄せる時に使っていた「石松堂せきしょうどう」という雅号も思い出しました。父に雅号の意味をたずねましたら
「石は中島になる前の姓で松堂は遠祖の姓だ」
　いつもどおり余計な説明はまったくございませんでした。
　ふと私は懐かしい記憶の中に気になることを思い出しました。
　かつて女学校の一年生の時、自宅にほど近い橋を歩いておりました時
「そなたはやがて松堂玖邇（しょうどうくに）を名乗らねばならない」
　という声が突然聞こえてきたのです。しかも漢字までが頭の中に自然に浮かんできたのです。そのことを思い出しました。
　そうだったのか。よし、シャーマンとして立つ名前は松堂玖邁にしようと決めました。
ある日、琉球尚王しょうおう家の美術展のカタログが私のもとに届けられました。
　その中に尚王家の系図があり、何気なく見ておりましたらその中に松堂という姓が記されているのが目に飛び込んできて、驚きのあまりしばらく動くことができなくなったこともあります。
　お見えになる人たちの相談に応じる日々が続きました。
　私はシャーマンとして、おいでになられた方のご相談に応じますが、普通みな様が想像なさるような神棚の前で、髪を振り乱して憑依ひょういするというようなことはいたしません。はた目から見れば何ごともなく、お見えになった方と、ただ会話をしているようにしか見えないことでございましょう。これは私が天に対し憑依状態で天の声を聞くのは大変疲れるので、そうした形はとらずにさせていただきたいと申し入れたからでございます。そうした私の振る舞いがシャーマンらしくないという方もおられますが、私の流儀でございますから仕方ございません。
　では、私が巫業ふぎょうでどのようなことをしているのか、その一端を申しあげます。
福島県で代々農家を営んでおられるその家は、私の友人の実家でございました。
その家の一人が突然ひどいアルコール中毒になったのです。正気の時は何でもないのにいったん飲み始めると夜叉やしゃのように暴れ出して手がつけられなくなるそうです。普段は本人もお酒など飲みたくないそうですが、自分でも嫌なのにどうしても飲まずにはいられなくなるそうです。
　そのため、家族が家中のお酒を隠すのですがこっそり酒屋から買ってくる、酒屋に頼んで売らないようにと家族が頼むと何キロも先の自動販売機までトラックを運転して買ってくる、梅酒でも料理酒でも酒と名のつくものなら狂ったように飲んでは暴れるそうです。
そのような日々が続くうちに本人の体は弱り始め、眼球も黄痘おうだんのように黄色くなり、歩くことさえままならなくなって、寝ているか飲んでいるかでろくに食事さえとらなくなったそうです。
　このままでは命が危ないと思った家族は、医者に連れていったところ、典型的なアルコール依存症なので精神科で集中治療することを勧めたそうです。家族の者は治るものならそれでもかまわないと思ったそうですが、完全に治る保証はないと言われたので、半信半疑で私のところに見えたのでした。
　アル中の方を一目見た時、私には古い刀が見えました。
「あなたの家には刀がありますね」
　私の問いかけに
「あります」
　ふらふらになった体でそうこたえられました。
　私は、その刀を持ってくるように伝えました。
　翌日、屋根裏の長持に隠されていて誰も気がつかなかったという日本刀を持っていらっしやいました。
「この刀が悪霊のもとなのでしょうか」
　そう私にたずねました。
「いいえ、違います」
　私はそうこたえました。

　私に見えたのは、この刀のもともとの持ち主はこの家の先祖で、その方が亡くなった時の光景でした。
　南北朝の戦いかそれにまつわる戦いのようでした。
追い詰められた武者は責任感の強い人だったようで、自分を犠牲にして一族の者を逃がそうと考えました。
一人その場で戦うことを言い渡した武者は
「お前たちを守る」
　と言ってこの刀を渡し、子々孫々の無事を祈ったようです。
　ところが、代が替わるにつれて次第に子孫はこの武者のことを忘れ、お祭りし感謝することがなくなったようです。
　亡くなった武者の霊は、そのことを無念に思い、気づかせようと子孫を酒乱にしたのでした。
おいでになられた方にお訊ききすると、そういえば四代前の人も酒乱だったとおっしやっていました。その一方で、大戦中にこの刀を持って戦地に向かわれた方は激戦地にもかかわらず皆無事に帰ってこられたそうです。
先祖の霊が子孫に崇たたるなどということはないのです。気がついて欲しい、お祭りをして感謝して欲しい、ただそれだけなのです。ことに、刀剣というものは霊がはいりやすい物なのです。
刀を持ってこられた方は、私の目の前で崩れるように小さくなっていましたが、刀の霊を鎮めてさしあげると、乾いた海綿が水を吸うようにしゃんとなって帰って行かれました。その後酒乱は治まり、いまではビール一本をときどき飲まれるだけだそうです。
　シャーマンというのは、このようにお見えになられた方のずいぶん古い先祖の霊までさかのぼって解き明かすものなのです。
私の祖母は祝女のろとして村人の病気治療もしておりました。私は祝女になるつもりはありませんでしたので、本格的に民間療法や薬草に関する知識を受け継ぐことがなかったことをいまでは少々後悔しております。しかしシャーマンとして、お見えになられた方の病気に対処することもあります。
ある時、鹿児島二高女の同級生の娘さんで、医者に嫁いだ方が訪ねてみえました。
息子さんが日本でも数人しかいないだろうといわれる潰瘍かいよう性大腸炎という病気にかかり、西洋医学では手のほどこしようがないというのです。
私が思い出したのは琉球に伝わるシャーマンの特効薬でした。それは蓬よもぎです。
「蓬の汁」を子供に飲ませなさいと言いました。ちょうど冬のことでしたので彼女は八方手をつくしてようやく静岡から蓬を送ってもらい、その汁を子供に飲ませ、病気は治まりました。
ところが、看病疲れからでしょうか、彼女はひどい口内炎にかかってしまったのです。
十八歳頃から口内炎によくかかっていたそうですが、今回の症状は尋常なものではなく、最初は口にぷくぷくとした水泡が出来た程度だったものが、水泡がつぶれるたびに広がり、そしてくっつきあって、しまいには凍ったメロンのように口全体が黄色く潰瘍になってしまったのです。
私はまた蓬を勧めようかと思いましたが、長い茎のようなものが私の脳裏に見え、次に筋状のものが見え、輪郭がはっきり見え出すとそれはセロリでした。
徳之島にセロリはありません。不思議なことだと思ったのですが、頭の中の映像ではセロリを絞った汁を塗ると水泡が次第に縮んでいくのが見えました。
そこで私は彼女にセロリの汁を口に塗るように指示し、しばらくすると彼女の口内炎は治りました。
シャーマンはこのように自然にあるものを使って病を治すこともします。ただ西洋医学の薬のように、薬の成分が同じであればどの医者からちょうだいしても効き目が同じというわけにはいきません。シャーマンの場合は人によって使うものも違うし、効き目もまた違うものなのです。また、お見えになられた方がここよりほかに頼るところがないという切迫した状況にあること、つまりシャーマンに対する信頼感が何より必要なのではないかと思うのです。
　私のもとにはほかにも、悪霊に取り付かれた人、正気と狂気のはぎまで苦しむ人、事業経営で悩まれる人、本当にあらゆる生い立ちと価値観の方がお見えになりました。そのつど思うことは、よくぞ天は私を人林の森で修行させ、人の価値観の違いを教えてくれたということです。もし、徳之島の祝女として儀式を教わっただけでは、多くの人の本当の心などわかりようもなかったからです。

三輪山へ
昭和四十九年、私は石塚一雄と再婚をいたしました。
私がシャーマンとして生きて行くことを認め、そのうえでの結婚でございました。石塚は東京高等師範、歴史学科出身の歴史に詳しい人で、彼も私と同じ午年でした。
　いずれ奈良の三輪山へ行かねばならないという私の希望で、すぐに準備を始めたようでした。天の意思に生きることを覚悟した私に、天は同行二人を用意してくれたのでございましょう。
三輪山に関する文献を盛さかんに繰っていた石塚が、目を丸くして群書系図部集を私に示しました。
「『日本書紀』　の嵩神(すじん)天皇十年九月の条に三輪山に関する『箸墓はしはか　伝説』として倭迹迹日百襲姫命やまととびももそひめのみことの物語が出てくる。箸墓は百襲ももそ姫の墓とされているが、実はこの姫の母親の名前が意富夜麻登玖邇阿礼比売命(おおやまとくにあれいのみことと)書かれてあるんだ」
三輪山にある箸墓は日本最古の古墳といわれ、そこに祭られる百襲姫の生母の名前が玖邇阿礼比くにあれいという。石塚は私が三輪山に行かなければならないという話と、箸墓の主の生母の名前と私のシャーマンとしての名前が同じであることにびっくりしたのでございます。
　私は石塚の驚きに対して何も言えませんでしたが、十三歳の時に「松堂玖適」という名前を橋の上で聞いたということは、その時すでに天意を予知していたのだと思うより仕方のないことであったのです。
口コミで多方面の方が訪ねていらっしやるようになりました。
その中のお一人が三輪大社に関係のある方でございました。
「天の言葉で、いずれ私は三輪山に行かねばならない。三輪山に関係のある方が訪ねて見えるまで待たれよと命じられておりました。お見かけしたところ、あなたは三輪山のお力をいただかなければならないご様子。まずは松堂玖邇しょうどうくにが一足先に三輪山にまいりましょう」
そのように相談者に申しあげ、石塚と私は念願の三輪山へと旅立つことにいたしました。
私と石塚は晩夏の奈良へ向かいました。
段取りはすべて石塚が取り仕切ってくれますので、私は静かに天の声を聞くことができました。
東京から新幹線で京都まで行き、近鉄線に乗り換え、都合四時間で近鉄大阪線の三輪駅に到着します。そこから駅前の門前町を抜けて三輪大社まで歩いて行きました。
山をご神体とする三輪大社は、いにしえへの歴史をとどめておりました。まずは石段を上って社殿にもうでました。巳様みいさまの杉と呼ばれる巨木があります。
両手を合わせ
「松堂玖潜まいりました」
と言葉をかけたのでございます。
しんとして、何の反応もない時が過ぎました。
一歩下がって私を見ていた石塚が声をかけてきました。
「どうしたのです」
　私は首を振りました。
「ここではありません」
「えっ何が」
　たったそれだけで三輪大社は終わったのです。
　身体中から力が抜けました。
　やはり私はシャーマンなんかじゃない。何年もかかってやっとここまで来れたのに、私は天の声を解き明かすことができなかったのです。
　怒りは誰にでもなく自分に向けられ、心臓を切りきざんでも足りないくらいの悔しさと、これからどうしたらよいのかという真っ暗な闇に落ち込んでしまいました。
　巳様の杉の前にあるいすに二人で腰をかけぼう然としておりました。
　三十分ほどもたったでしょうか。
「帰ろう」
と言って立ち上がり階段を下りた時でした。
　石塚が
「山辺やまのべの道だよ」
　と言って案内板を指さしました。
「少し歩こうか」
「ええ」
　私はもうどうでもよくなっておりました。
「どうする。右へ行く、それとも左へ行く」
　石塚はまだ私の能力を信じているようでした。
「どっちでもよいけど左へ行きましょうか」
　そう言って歩き出しました。
　石塚は私にたずねます。
「ここにはいないと言う声を聞いたんだね」
そのとおりでした。それ以外は本当に何も声らしいものも風の音も聞こえなかったのです。
少名彦名すくなひこなの岩蔵いわくらが見え始めると少しばかり元気が出てきました。
少し先に狭井さい神社が見えてきました。
「どうする」
「まいりましょう」
神社に人の気配はまったくなく、薬の井戸というものがあるだけでした。神社には必ず由緒ある井戸があるものです。「ああ、ここには魂の気配を感じる」そう独り言のように言いました。
「三輪山登り口」という白い札が、薬の井戸の左横に立っていました。
「どうする。登りますか」
「登りましょう」
石塚と一緒に神水の湧き出ている井戸でのどをうるおした後、受付に申し出ました。
登山者用のたすきを掛け、常備してある竹のつえを借りて登ることになりました。
「往復で二時間半とみてください」
受付の方に言われ、二人は獣道を登り出しました。
しばらく行くと、水のにおいがすると石塚が言いました。
「滝があるかもしれないよ」
　即座に私は
「滝に打たれます」
とこたえました。
　みろくグループの学習会で日光に行き、華厳の滝を見学した時のことを思い出したのです。
素晴らしい滝でした。
「そなたはいずれ滝に打たれる」
華厳の滝を目の前にして聞こえてきた声にふるえ上がり
「こんなすさまじい滝に打たれなければならないのですか。そこはどこです」
　いつものように答えはいただけませんでした。
みろくグループの実地研修のたびに、私が打たれるであろう滝を必ず探すようになりましたが、いずれの滝も「違います」の三口だったので、華厳の滝の声を少し忘れかけておりました。
石塚の「滝があるかもしれない」と言った言葉と同時に、私に「この滝です」
という声が聞こえてまいりました。
着のみ着のままの登山でございます。
「タオルも着替えもないのにどうやって滝に打たれるんだい」
「あなたの下着をタオ～の代わりにさせてください」
石塚はあきれ顔でした。
川面は夏の太陽と空の育と草の緑を映して輝き、川端の草むらが陰になったところからは透明な水底の小石がくっきりと見えました。滝から流れてくる川はせせらぎとなり、黄金色の粒が砂に混じってきらきらと輝いていました。
滝の側そばにある小屋に人影はなく、石塚の下着をスッポリと頭からかぶると滝に向かいました。夏の終わりでまだ暑い日ではございましたが、水はとてもひんやりとしておりました。
「汝、頭から滝に打たれよ」
　声はそう私に命じました。
　水は多少の砂を含んで体を打ち、跳ね上がる水は心地よくあたりに響きました。
　これまで四十数年の道のりで心にこびりついた人の世のあかが、きれいに流されて行くのがわかりました。
　三十分も滝の下で打たれましたでしょうか、身体中が軽くなってまいりました。
石塚はものの五分で滝を離れましたが、三十分も滝に打たれ続ける私を見て、ただならぬ者だと感じたそうです。
気が晴れて身軽になった私と石塚は再び山辺の道を登り出しました。三輪山の全行程の三分の一ほどを登ったところで石塚が言いました。
「ここが下したツ蔵(くら)と言うそうだ」
そこには大きな石が五、六個集まって小さな岩蔵を成しておりました。私は黙って手を合わせ、また登り出します。
「こんどは、中ツ蔵だよ」
　私の中に何の変化も感じませんでした。
中ツ蔵からの道はいきなり険しくなり、道は迷路のようになってきました。
右に行ってよいのか左に行ってよいのか方角がまったくわからなくなってしまい、立ち止まってどちらにしようか考えようとした時でした。
先を行く石塚が
「君、シャーマンなら案内の犬を呼び出すことができるのだろう。呼んでごらん」
一瞬ひるみましたけれども声高く呼びました。
「松堂玖邁、天命によって三輪山頂上にまいる。案内せよ」
するとどうでございましょう。茶色のシェパードのような犬が薮の中からがさがさと現れたのでございます。
「案内せよ」
　私の顔をやさしい目で見ていた犬は、尻尾をくるりと巻くと、とことこ歩き出したではありませんか。とことこと先に行っては振り返り、また先に行っては立ち止まり、後からついて来る私たち二人を気遣っているのが、よくわかる案内でございました。
三輪山の頂上に小さな社やしろが見えました。
「到着しましたよ、頂上の社です」
石塚の言葉に励まされ、やれやれと思いながら、案内の犬に「ありがとう」を
言おうとしましたが、かき消すように犬はいなくなっていました。
「どうですか。神様はいますか」
三輪大社の神殿の時と同じように何の声もしません。
激しく首を振り社の前に座り込んだのでございます。
「われ敗れたり」
　大げさでなく本当にそう思ったのです。
「しばらくそのまま休んでいなさい」
そう言い残すと石塚は奥に続く平たんな道を走って行きました。
疲れとのどの乾きで私はふらふらになっておりました。
石塚が興奮したように走ってきました。戻るなり私の手をひったくると走り出しました。
「君、上ツ蔵だよ、上うわツ蔵くら」
累々として転がる石、それは石の山でした。
真っ黒な石はそこに鎮まって私を迎えました。
ところが、石の一つ一つがむっくりと起き上がったのでございます。
目を疑いました。
「シャーマン松堂玖邇、ようこそまいられた。神の巫女ここに誕生する」
神々は踊りながら口々にそう言うと、私に向かって手を差し伸べ、二人を取り巻いて輪を描くのでございます。
その輪は上ツ蔵、中ツ蔵、下ツ蔵、三つの岩蔵の神々がそれぞれ三つの輪を創って舞い踊っているのでございます。
やがて、岩蔵の真ん中に意富夜麻登玖邇阿礼比売命おおやまとくにあれいのみことが頭に冠をいただいて出ていらっしやいました。
「まいられましたか松堂玖邇。意富夜麻登玖邇阿礼比売命です。天の賭と申しても過言ではない、二十世紀の大シャーマンを養成する数々の厳しい試練をよくぞ乗り越えました。これから天の勝負が始まります。そなたの厳しくも頼もしいこれからの道行に幸いあれ」
私は意富夜麻登玖邇阿礼比売命のお言葉をちょうだいしました。
　石塚はこの感激は生涯忘れないと申しました。むろん石塚に神々の踊りは見えませんが、三輪山のことについてはよく調べてありました。
　三輪大社の拝殿は三輪山を拝むようにして建てられてある、日本でも珍しい三つ鳥居であることもよく知っていたとのことでした。山辺の道を左へと示し、狭井神社から山頂へと何のためらいもなく登り、滝に打たれ、犬を呼び出し、山頂の社やしろに見向きもせず、上ツ蔵までたどりついた経緯には言葉を失ったと申します。
精神世界の不思議を次々と解き明かしていかねばならない私にとって、石塚の存在はいつしかシャーマンにとってかけがえのない、サニワと呼ばれる仲介者そのものとなっていました。

あとがき
昨年、久しぶりに故郷の徳之島に帰りました。
　私が育ちました徳之島の屋敷は跡形もなく消え、茫々ぼうぼうと雑草が茂る原野となっておりました。
　南国の島を襲う台風の力は凄まじく、誰一人住まなくなった屋敷はまず屋根が落ちてにょっきりと支柱だけが残ったそうです。しばらくすると残った柱も強風でことごとくなぎ倒され、いまは朽ちて土に戻っておりました。いかに強靭に建てられた家とて、天や自然や時の流れの前では所詮、砂の城でしかなかったのです。
　徳之島の我が家に限らず、人間の力の脆さと限界を最近とみに感じるのは私だけではないはずです。
　わずかばかりの科学の進歩を根拠に人間は全能観にとらわれ、永遠の繁栄を勝ち取ったかのように思い込みましたが、新しい世紀を迎えた途端、所詮はそれが一時の惨はかない夢でしかなかったことを我々は思い知らされました。
　このような厳しい現実は、いまに限らずいつの世でも天は奪った人間世界に対して突きつけてまいったと言ってよいと思います。
　いえ、それは地球全体という大きな単位に限らず、一人の人間の一生の中でも示しております。
　例えば、この世に生を受けた私どもは必ず生老病死を経験します。
　生は別にしても老病死はいかに人間が努力をしたところで、結局は防ぎようのない、どのようにしても天の手から纂奪さんだつできないものでございます。
　ところが、天や神といった精神世界に対し、ことに日本人は、わからないとか科学的ではないという理由で、怪談めいたものとして包み込んでしまう傾向がございます。
　こうした霊的、精神的に貧しい環境では、いつまでたっても不思議なことや科学では割り切れないことは怪談としてしか語られません。
　もう、こうした捉え方はやめにしていただきたい、精神世界は崇高にして神聖であり、しかも理性的な世界であるということを皆様にお伝えしたい、そう考えてこの本を書いたのでございます。
シャーマニズムとは、はるか太古の時代に自然界の森羅万象を畏おそれ敬い、絶対的なものとして捉えた人々の一つの心性とも言えるものです。
大自然は生きとし生けるものに空気を与えたり与えなかったりという差別はしません。
　自然の恵みの中に、自然そのものとして存在し、その波動を自らの内に受け入れて生きて行く。そのような人間の最古層の能力の一つがシャーマニズムと呼ばれるものです。
　それは現在の組織化された宗教が発生する以前の原初的な形といえます。
　既存の制度化された宗教は民族の利害と結びついてほぼ二千年を経た今日、実態としては空洞化し形骸化してしまいました。
　ところがいますべてを地球規模で考えなければならない時代となり、そのような制度化された宗教では世の中を変える力に成りえなくなってしまったのです。
　だからこそ、原初の力を秘めたシャーマニズムが復活しなければならないのです。そして、神仏のエネルギーは生きた天性のシャーマンのエネルギーによって保たれ続けられます。
　ところが天性のシャーマンがほとんどいなくなってしまいました。
　神仏のエネルギーがなくなりますと人心は荒廃します。
　私がシャーマンとして立ち、日々を送っておりますのはこのような意味もあるのでございます。そして、シャーマンと占い師の違いもこのことにあります。
　どうぞシャーマンという存在に無用な偏見を持たず、精神世界を当たり前のこととしてお考えいただきますようお願い申しあげます。
　最後に、この場をかりまして私の巫業に心温まるご協力をいただきましたみな様に感謝を申しあげます。
　巫業にあたり廃屋同然の我が家の建て直しにご協力いただきました東郷禎子様、琉球王家ゆかりの衣装をご苦心の末お作りいただきました平家礼子様、私のシャーマンヘの道行にお付き合いいただいた今村公彦・みどりご夫妻、長見百合子様ありがとうございました。
　徳之島への取材旅行に心から寛大なご協力を賜りました徳之島のみな様ありがとうございました。また、この本の出版のきっかけをつくつていただいた大竹慎一様、本書の出版をお引き受けくださったフォレスト出版の太田宏社長に深甚なる感謝を申しあげます。
　そして、耐えざる日々を私とともに歩んでくれた我が子、薫、さつき、嫁の桂子、いまは亡き夫、石塚一雄にありがとうと申しあげます。
松堂玖邁
二〇〇二年桃月（？）
シャーマン松堂玖満との出会い
大竹慣一

松堂先生とわたしとのおつきあいは、それほど古いものではない。わずか数年前にさかのぼる。そのきっかけというのは、当時、わたしは、ある女のことで悩んでいた。それをある人が見かねて、松堂先生に相談するとよいと、紹介の労をとってくれたのである。
　そこで、さっそく伺ってみると、松堂先生は、女の話はそこそこにして、わたしの前世に興味を持たれて、そちらの話を主にされたのである。わたしも、前世の記憶が、かすかに一部残っているので、大変興味深い話ではあった。
　さて、この本でわたしが期待したことは、松堂先生が今までなしてきた、天からの預言にもとづく奇跡の一端を開陳してほしかったのだが、残念ながら、いろいろとひかえることもあったのか、松堂先生の伝記スタイルになっている。
　仕方がないので、わたしが経験してきた、松堂先生の奇跡を一部お伝えすることにしよう。
　松堂先生はある時、三輪神社に行きなさいと言う。わたしも、三輪大神に是非お伺いを立てたいことがあったので、ある秋の休日、大和の国にまで、出かけていった。わたしは、三輪神社の大鳥居と本宮の間を何度も往復しながら、三輪大神に問いかけた。
　その間いかけというのは、「わたしは、大国主命おおくにぬしのみことを連れ帰り、日本の国を再び栄えさせたいが、その前にそれに抵抗する鬼共をことごとく平げねばならない。
その時、あなたの民に塗炭のくるしみが襲いかかるが、それでもよろしかろうか」
というものである。
　そして、三輪大神の神託が降りた。わたしの前に一羽の鳩が舞い降りたのである。その場は片足であった。三輪大神は、わたしが、日本経済を片足にすることをお許しになったのである。
　昨年、松堂先生は何度も出雲へお出ましになられた。松堂先生によれば、出雲にて、素箋鳴尊すさのおのみことが日本に帰られて着座された由、承ってきたとのことである。
　わたしは、大国主命が帰ってこられて日本を治めることが、日本の人々にとっては最も幸あることと思っており、できれば、素養鳴尊には帰って来てほしくはなかった。
　なぜなら、素箋鳴尊が帰ってこられれば、日本が大荒れになるのは避けられない。しかし、それも順番上、止むを得ないことであり、三輪大神の神話の示すところでもあろう。
　また、松堂先生は、秦川勝はたのかわかつを甦らせたと言う。秦川勝は、長岡京・平安京を造営した当代随一のエンジニアであった。
　わたしは、古い金融機関を整理淘汰することと、新しい金融機関をつくることについて、ほぼ目途をつけたので、今、土木関係の新しい事業に取りかかっている。松堂先生の話を承って、わたしは、「そうか、秦川勝がわたしを助けに来てくれるのか」と理解したのである。そこで、昨年末、広隆寺まで出向いて、秦川勝に、わたしの事業につき報告をしてきた。
　おそらく、松堂先生とわたしだけが、日本の将来を識っているのだろう。あまり、安っぼく語りたくはないが、大変にしんどい未来が日本を待ち受けている。
折にふれて、松堂先生とわたしは、天から受ける預言を告げてゆくことになろうが、それをどう受けとめるかは、聞かれる人の思いしだいである。
二〇〇二年三月
　　　　　　　　　大竹慎一（おおたけ・しんいち）
一橋大学大学院経済学研究科博士課程終了後、ドイツ・ケルン大学、イギリスLSEに留学。三井銀行金融経済研究所研究鼻、野村捲合研究所、ロンドンのチェース・インヴェスターズ、ニューヨークのAＩGのグローバル・インヴェスターズを経て独立。トップクラスのファンドマネジャーとして活躍。主な著書に　『あなたが株で勝つための株式投箕100の答え」　（フォレスト出版）　他。
二〇〇二年三月
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